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学生さんへ

・ネット接続料金は大丈夫？

・夢の森公園はカキツバタ満開なう



１）今日の授業の資料（数学の資料）は、以下のホームページにあります。

http://www.nsu.ac.jp/official/fa/eguchi/index.html

２）授業についての連絡（レポートや課題のメールによる提出を含む）は

eguchi@st.nsu.ac.jp

に送って下さい。

eguchi@econ.nsu.ac.jp

（授業専用のメールアドレス）



中越沖地震

2007年（平成１９年）７月１６日（午前１０時１３分）に柏崎市を震源として発生した地震。

２００４年１０月２３日に起きた「中越地震」とは別。



先週のお話 先週はリカードの比較生産費説という話しをした。

今週のお話 ヘクシャーオリーンのはなし

内容は次のスライドの通り。

この授業の前半で行った「貿易の利益」というお話と
非常に強い関連がある。

その際、「比較優位」という重要な言葉が出てきた。

比較優位とは「その財は、自前で作るよりも、（自分たち自国は他のもの
を作って、それを他国に渡して）交換して手に入れるほうがお得（有利。）
という関係性
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１財

２財

おら、ココが
いいゾ。。。

１財

２財

おら、ココが
いいゾ。。。

３つ並んでいた図のうち、左側にあった図の
ようになったとしよう。

生産可能性曲線
を消してみた

ここにペリーがやってきて貿易を迫ったとする。

貿易の利益

１財

２財

世界市場で
の１財と
２財の価格
の比率



１財

２財

ペリーに迫られて貿易を始めたために「世界市場」で
売ったり買ったりできるようになった。

１財

２財

世界市場で
の１財と
２財の価格
の比率おら、今度

はココがい
いゾ。。。

これが、「貿易の利益」第一段

１財

２財 おら、今度
はココがい
いゾ。。。

生産可能性曲線
をもう一回
書き込んでみた。



１財

２財 おら、今度
はココがい
いゾ。。。

アダムスミスの原理で生産点がここに移る！

おら、やっぱり今
度はココがいい
ゾ。。。

これが「貿易の利益」の第二段階
（かつ最終段階）



ヘクシャー・オリーンのお話

１国と２国

生産関数（＝生産技術）は同じ

どちらも２つの財を作っている（コメと自動車？）

２つの生産要素（労働サービスと資本サービス）を使って

１国も２国も人口（＝使える（？）労働サービスの量）は同じ

労働集約的
資本集約的

ただし、２国の方が（たまたま）資本がたくさんある（＝工場がたくさん建っている）

これら２つの国が貿易をおこなうことになったら・・・

なので２国は資本が相対的にたくさん。１国は労働が相対的にたくさんある感じ。

１国は、コメ（＝労働をたくさん使わないと作れない）を輸出、そうでないほう（自動車）を輸入。

２国は、自動車（＝資本をたくさん使わないと作れない）を輸出、そうでないほう（コメ）を輸入。



２-２-２モデル ２つ国がある。いずれの国も（生産国がどちらか見分けの付かない）２種類の財を作っている。
その際、生産要素は２つ（資本サービスと労働サービスである）。市場は競争的

１国 ２国

人口はどちらの国も同じであるが、資本ストック（＝工場）は２の方が多いものとする。



１財

２財

１国と２国の違いと、「貿易をしない場合」にそれぞれどんな状態になるかという話し

１財

２財

１財

２財

１国の国民は、
ココがいい
ゾ。。。

２国の国民
は、ココが
いいゾ。。。

リプチンスキーのお話を思い出せ！

１国 ２国 ２国



１財

２財

真ん中の図がごちゃごちゃしてきたので、ちょっと、整理・・・

１財

２財

１財

２財

１国の国民は、
ココがいい
ゾ。。。

１国 ２国

２国の国民
は、ココが
いいゾ。。。

２国



１財

２財

ということで、真ん中の図は、１国と２国の「重ね合わせ図」

１財

２財

１財

２財

１国の国民は、
ココがいい
ゾ。。。

１国 １国と２国
（お互い、まだ
貿易はしていないゾ）

２国の国民
は、ココが
いいゾ。。。

２国



１財

２財

ということで、真ん中の図は、１国と２国の「重ね合わせ図」

１財

２財

１財

２財

１国の国民は、
ココがいい
ゾ。。。

１国 １国と２国

２国の国民
は、ココが
いいゾ。。。

２国



１財

２財

ということで、真ん中の図は、１国と２国の「重ね合わせ図」

１財

２財

１財

２財

１国の国民は、
ココがいい
ゾ。。。

１国 １国と２国

２国の国民
は、ココが
いいゾ。。。

２国

貿易をはじめたら、１財と２財の価格は世界共通（１国と２国で共通）
になる。それはたぶん、貿易前の中間みたいな感じになる
だろう（予想）。



１財

２財

１国に注目

１財

２財

１財

２財

１国の国民は、
ココがいい
ゾ。。。

１国 １国と２国

２国の国民
は、ココが
いいゾ。。。

２国

貿易をはじめたら、１財と２財の価格は世界共通（１国と２国で共通）
になる。それはたぶん、貿易前の中間みたいな感じになる
だろう（予想）。



１国の国民は、
ココがいい
ゾ。。。

２財

１国に注目

１財

１国

１財

２財

１財

２財

２国の国民
は、ココが
いいゾ。。。

２国１国と２国

貿易をはじめたら、１財と２財の価格は世界共通（１国と２国で共通）
になる。それはたぶん、貿易前の中間みたいな感じになる
だろう（予想）。

１国の国民は、
開国後はココ
がいいゾ。。。



１国の国民は、
ココがいい
ゾ。。。

２財

今度は右側の図（２国）に注目

１財

１国の国民は、
開国後はココ
がいいゾ。。。

１国

１財

２財

１財

２財

２国

２国の国民
は、ココが
いいゾ。。。

２国の国民
は、開国後
はココがい
いゾ。。。

２国

貿易をはじめたら、１財と２財の価格は世界共通（１国と２国で共通）
になる。それはたぶん、貿易前の中間みたいな感じになる
だろう（予想）。



１国の国民は、
ココがいい
ゾ。。。

２財

貿易を始めた結果、１国と２国は・・・

１財

１国の国民は、
開国後はココ
がいいゾ。。。

１国

１財

２財

１財

２財

２国

２国の国民
は、ココが
いいゾ。。。

２国の国民
は、開国後
はココがい
いゾ。。。

２国

貿易をはじめたら、１財と２財の価格は世界共通（１国と２国で共通）
になる。それはたぶん、貿易前の中間みたいな感じになる
だろう（予想）。

１財を輸出

２
財
を
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入
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ヘクシャー・オリーンのお話

１国と２国

生産関数（＝生産技術）は同じ

どちらも２つの財を作っている（コメと自動車？）

２つの生産要素（労働サービスと資本サービス）を使って

１国も２国も人口（＝使える（？）労働サービスの量）は同じ

労働集約的
資本集約的

ただし、２国の方が（たまたま）資本がたくさんある（＝工場がたくさん建っている）

これら２つの国が貿易をおこなうことになったら・・・

なので２国は資本が相対的にたくさん。１国は労働が相対的にたくさんある感じ。

１国は、コメ（＝労働をたくさん使わないと作れない）を輸出、そうでないほう（自動車）を輸入。

２国は、自動車（＝資本をたくさん使わないと作れない）を輸出、そうでないほう（コメ）を輸入。


